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国土交通省 水管理・国土保全局 治水課

河川愛護月間をかえりみて

　国土交通省では、昭和４９年から毎年７月を「河川愛護月間」と定め、河川愛護運動を実施しています。
　本年度においても、「せせらぎに　ぼくも魚も　すきとおる」を推進標語として、各地方整備局、都道府県、市町
村が主体となり、全国各地でポスター、チラシ等による広報活動をはじめ、河川のクリーン作戦、水生生物調査等、
多様な活動が、地域住民、河川愛護団体、関係行政機関等の協力を得て実施され、多数の方々の参加をいただ
きました。
　月間中に行われた行事等の成果を踏まえて、今後とも、地域住民、市民団体等と協力した流域全体の良好な
河川環境の保全・再生への取り組みを積極的に推進するとともに、年間を通して、国民の河川愛護意識の醸成に
努めてまいりたいと考えております。
　また、これらの活動に加え、河川愛護月間推進特別事業として、「川遊び～川での思い出・川への思い」をテーマ
に絵と文章を組み合わせて描いた絵手紙の募集を９月２９日まで行っており、関係機関誌等を通じ、引き続き広く
募集活動を行っております。
　募集についての詳細は、国土交通省水管理・国土保全局ホームページ中『河川愛護月間』（http://www.
mlit.go.jp/river/aigo/index.html）に掲載しております。

川下り体験 河川一斉清掃

水生生物調査 水難事故防止講習
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平成29年度「森と湖に親しむ旬間」実施状況

ほうへいきょう

ダムの施設見学

観光放流の見学

ダム湖巡視体験

国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課

　農林水産省、国土交通省、独立行政法人水資源機構、都道府県、市町村は、人々に森や湖に親しむ機会を提
供することにより、心身をリフレッシュし、明日への活力を養っていただくとともに、そうした機会を通して森林やダム
湖のもっている自然豊かな空間や社会生活に果たしている役割などを理解していただくことを目的として、毎年7月
21日から31日までを「森と湖に親しむ旬間」として定めています。
　本年度も、全国各地のダムやその周辺の森林を会場として、ダム見学会、水辺や森林などの自然とふれあい親
しむ教室、森や湖について理解を深めることができるレクリエーション等の行事が開催され、多くの方の来訪があ
りました。
　この中のいくつかのダムにおける、イベントの実施状況を紹介します

○ 豊平峡ダム「豊平峡ダム見学デー」
　「豊平峡ダム見学デー」では、普段は一般開放をし
ていない管理用通路を通り、大迫力の放流を間近で
体感することができる見学会を開催しました。参加者
からは「観光放流を間近で見て、すごい迫力で感動し
ました」、「実際に現地を見てすごく興味がわいて、ダム
の役割や仕組みをもっと知りたくなりました」、「このよう
な機会があることを周りの人にも教えてあげたいと思
いました」などの感想をいただきました。

あ せ いしがわ

○ 浅瀬石川ダム
　「浅瀬石川ダム  ダム湖ふれあいデー」
　「浅瀬石川ダム ダム湖ふれあいデー」では、ダムの
役割や構造を理解していただく事を目的にダム提体見
学ツアーや虹の湖巡視体験、パネル展等を行いました。
また、ダム湖に隣接した虹の湖公園では、市によるス
テージイベントやさかなのつかみ取り等のイベントが行
われ、約3,200人もの方々が来場し、浅瀬石川ダムと
虹の湖を満喫していただきました。

流木工作
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ダム施設見学

魚つかみ大会

大花火大会

降雨体験機による豪雨体験

ひ よし

○ 日吉ダム「ひよし夏祭り」
　「ひよし夏祭り」では、ダム堤体内を見学する探検ツ
アーを行いました。普段は見学できない場所とあって、
定員を上回る事前応募の中、75名の方々が参加され、
夏の思い出の一つになったようでした。ダム下流広場
では、観光協会による子供魚つかみ大会や屋台、日が
落ちてからは、日吉ダムを背景に花火が打ち上げられ、
約4,000人もの方々が来場し、ひよし夏まつり会場は
大盛況でした。

とま た

○ 苫田ダム「鏡野町大納涼祭2017」
　「鏡野町大納涼祭2017」では、ダムの巡視船によ
る奥津湖巡視体験及び降雨体験機による豪雨体験
や、町による5,000発以上の大花火大会、地場産グ
ルメが味わえる大物産展、地元ＮＰＯによるカヌー体験、
ステージイベントやビンゴ大会が行われました。約
43,000人もの方々が岡山県内外から来場され、ダム
を身近に感じる1日を過ごしていただきました。

いし て がわ

○ 石手川ダム「自然と遊ぼDAY!」
　「自然と遊ぼDAY!」では、昆虫や水生生物の観察、
親子で簡単に製作できる木工教室、川や海で溺れた
時の対処法など数々のイベントを通じて、川で遊ぶ面
白さや危険性を学んでもらいました。総数90名の親子
連れが参加され、石手川ダム周辺の豊かな自然とふれ
あい、楽しい時間を過ごしていただきました。

水生生物の観察
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　国土交通省では、今後とも農林水産省等の関係機関と連携しながら、全国の各地でこうしたダムと森林の役割
を人々に広く理解をしていただくための取り組みを推進・充実するとともに、限られた水資源の有効活用や水源地
域活性化の推進を図ってまいります。

手作り吸虫管で昆虫採取 ダムの施設見学

川遊び

たい ほ

○ 大保ダム「第8回大保ダムまつり」
　「第8回大保ダムまつり」では、ダムの堤体内や操
作室の施設見学、湖面遊覧や学習の川遊びを通して
ダムと周辺自然を体感していただく見学会を開催しま
した。夜には近隣の塩屋湾においては、「キャンドルナ
イトinサーベイ」が行われ、湾を取り囲むように灯された
キャンドルが幻想的な風景を醸し出していました。これ
らのイベント全体で約2,800人もの方々が来場され、
ダムや水源地の魅力を身近に感じる1日を過ごしてい
ただきました。
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「海岸愛護月間」について

　７月の「海岸愛護月間」では､「美しく、安全で、いきいきした海岸を目指して」を推進標語として、海岸清掃活動、
環境保全・啓発活動、安全・避難訓練、各種イベント等を通じた海岸愛護活動が展開されました。
　平成２９年度の海岸愛護月間中には、全国各地において海岸協力団体をはじめ多くの方々に海岸清掃に参加
いただくとともに、海開きやビーチバレー大会など数多くのイベントが開催されました。さらに、ウミガメなどの海の生
き物の環境保全・啓発活動や水難事故防止のための安全教室など、多くの活動が実施されました。
　今後とも国土交通省においては、都道府県や市町村等とともに、地域住民、ボランティアの方々の協力を得て、
海岸愛護の普及・啓発活動に努めて参ります。

  子ども水辺安全教室（宮崎県宮崎市）

  海岸協力団体による海岸清掃（鳥取県米子市）

  石膏を利用したミニチュアブロック作り（静岡県静岡市）

  日和佐うみがめまつり（徳島県美波町）   カヌー乗り体験（静岡県静岡市）

  海の生き物コーナー（静岡県静岡市）
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平成29年10月12日（木）１３:００～
広島市 南区民文化センター
広島県 土木建築局 道路河川管理課

中国地方治水大会の開催について（ご案内）

　平成29年度中国地方治水大会の事務局を担当します広島県から、当県の紹介と大会のご案内をさせていた
だきます。

  世界遺産　厳島神社（廿日市市）と原爆ドーム（広島市）

  太田川及び派川（広島市）

  昭和47年7月豪雨の馬洗川流域の浸水状況（三次市）
（国土交通省中国地方整備局提供）

広島県のすがた
　広島県は、本州の西端近くに位置し、北は鳥取県と
島根県、東は岡山県、西は山口県と接しています。ま
た、瀬戸内海に面しており、海をはさんで四国と向かい
合っています。県の面積は約８，５００㎡で全国１１番目、
人口は約２８４万人で全国１２番目となっています。
　気候は、北は中国山地、南は四国山地にはさまれた
地形により、夏・冬の季節風の影響を受けにくく、梅雨、
台風の時期を除き、一般的に夏の降雨量、冬の降雪
量ともに少なく、晴天が多いという瀬戸内海気候地帯
です。しかし、沿岸部と山間部では気候に比較的大き
な違いがあり、県南部の沿岸部は、年平均気温が約
16℃、年平均降水量が約1，300ｍｍであるのに対し、
県北部の山間部では、年平均気温約11℃、年平均
降水量約２，000ｍｍで、年間降水量が2，500ｍｍに
及ぶこともあります。
　産業としては、自動車や造船、鉄鋼など製造業がさ
かんなほか、カキ（牡蠣）やレモンの全国有数の産地と
なっています。
　また、厳島神社と原爆ドームの２つの世界遺産が
あり、国内外から多くの観光客が訪れています。

河川の現況
　広島県内には、５，２００あまりの河川があり、県の総
面積の約６割は、一級水系である太田川、江の川、芦
田川の三つの流域に大別されます。
　このほか、高梁川、小瀬川の一級水系のほか、比較
的小規模な多くの二級水系が瀬戸内海沿岸部及び

近年の浸水被害と治水対策
　比較的気候の穏やかな広島県ですが、過去には繰
り返し大きな水害に見舞われてきました。
　終戦直後の昭和２０年９月の枕崎台風により、県内
全域で甚大な被害が発生したほか、昭和47年７月に
は県北を中心とした豪雨により、江の川、馬洗川、西
城川が氾濫し、三次市の市街地が水没するなどの水
害が発生しています。

島しょ部に分布しています。このうち、中国地方で最大
の流域を持つ江の川は、中国山地を貫いて日本海側
流れている唯一の河川です。
　これらの河川のうち、河川法の適用を受ける河川は
一級河川が太田川水系ほか４水系の３６８河川、流路
延長は２，４４２．６ｋｍで、二級河川は八幡川水系ほか４６
水系の１３７河川、流路延長は６３０．９ｋｍとなっています。
　このほか、河川法が準用される準用河川が１９３河
川あり、その流路延長は１８５．６ｋｍとなっています。
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  庄原ダム（庄原市）

  江の川の河川改修事業（山県郡北広島町）

　また、平成に入ってからは、平成１６年には８月の台
風１６号、９月の台風１８号と連続して台風の直撃を受
け、沿岸部を中心に水害が発生しました。
　さらに、昨年の平成２８年６月には、梅雨前線の影
響により、県東部で、２０年に一度の降雨に相当する
２４時間雨量１５４ｍｍの豪雨が発生し、福山市内の
瀬戸川流域において、河川の流下能力を超える降雨
となったために河川の水位が上昇し、越水・破堤によ
り大規模な浸水被害となりました。

　広島県では、こうした水害に対し、「ひろしま川づくり
実施計画２０１６」を策定し、その中で５つのチャレンジ
を施策の柱として取り組んでいます。
　この計画では、災害対策だけでなく、総合的な観点
で河川事業の計画を策定しており、５つの柱の１つ目
としては、「災害の防止・軽減対策の充実・強化」とし
て、事業箇所別の優先度の明確化と創意工夫による
早期効果発現、河口部の地震・高潮対策事業の重
点化、２つ目は、「自助、共助、公助による地域防災力
の向上」として、ソフト対策による災害対応力と地域
防災力の向上、防災情報の普及促進や出前講座の
実施、洪水浸水想定区域の見直し、堤防の浸透・侵
食に係る監視強化、３つ目として、「既存施設の的確

中国地方治水大会の開催
　さて、１０月１２日（木）に平成２９年度中国地方治水
大会を広島市で開催いたします。
　この大会では、ＮＨＫ広島放送局で気象キャスター
として活用されているほか、多くイベント等を通じて防
災に関する活動を行っている勝丸恭子様に講演して
いただくこととしています。
　また、三次市、福山市により災害事例や治水事業
事例の紹介と併せた意見発表を行っていただきます。
　当県には海の幸・山の幸を始め、日本酒や数々の
農産物も名産としてたくさんありますので、この機会に
是非、ご堪能いただきたいと思います。
　皆様のご参加を心からお待ちしております。

な運用・管理による安心・安全の継続」として、既存施
設の的確な運用・管理、堆積土等の定期的な調査、
管理基準の設定、別途５カ年の除去に関する計画の
策定、ダムの放流エネルギーを利用した小水力発電に
よるダム管理機能の向上、４つ目は、「河川環境の保
全と川らしさ復元」として、水辺の魅力復元と多自然川
づくり、５つ目は、「水辺空間を利活用した賑わいづく
り」として、水辺空間の利活用の促進に、それぞれ取り
組んでいるところです。

  平成28年6月豪雨の瀬戸川流域の浸水状況（福山市）
（国土交通省中国地方整備局提供）

  瀬戸川支川の猪之子川の破堤状況（福山市）
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平成29年10月20日（金）13：30～
宮崎市 ニューウェルシティ宮崎
宮崎県 県土整備部 河川課

九州地方治水大会の開催について（ご案内）

　平成２９年度の九州地方治水大会の事務局を担当します宮崎県から、九州地方治水大会のご案内をさせていた
だきます。関係各位の多数のご参加をお願いいたします。

神話の源流へ　宮崎の神楽

天孫降臨の地　高千穂
（国の名勝　天然記念物　真名井の滝）

スピリチュアルスポット

  神々の神話の舞台（天安河原）
あまのやすかわら

宮崎県のすがた
　宮崎県は九州の南東部に位置し、北は大分県、西
は熊本県、南は鹿児島県、東は太平洋（日向灘）に面
しています。県土面積は７，７３６ｋ㎡で、九州では２位、
全国では１４位の広さであり、そのうち森林が７５．９％、
耕地が８．９％と緑豊かな地勢となっています。海岸線
は南北約４００ｋｍにおよび、青島をはじめとした白砂青
松の海水浴場と、良質な波が打ち寄せる絶好のサー
フスポットが数多く存在しています。
　平均気温が高く温暖な気候に恵まれ、日照時間、快
晴日数は全国でもトップクラスにあるなど、優れた日照
条件を有し、太陽の光がふり注ぐ「日本のひなた」宮崎
県をＰＲしています。また、降水量も多く、豊富で良質な
水資源にも恵まれています。

河川の現況
　本県の河川は、その多くが九州南部の脊梁山脈を
分水嶺として東流し、日向灘に注いでいます。そのうち、
一級河川は大淀川水系ほか４水系２３９河川、二級河
川は一ツ瀬川水系ほか５２水系２３７河川で、合計では、
５８水系４７６河川、総延長約２,７９８ｋｍです。
　これらの河川は、山地部でＶ字型の深い渓谷を、河
口付近及び内陸盆地で沖積平野を形成していますが、
そこに都市や農地が発達しており、梅雨期、台風期に
集中する豪雨のたびに浸水被害が発生しています。
　このため、本県では、河川改修に計画的に取り組ん
でいるところですが、県管理河川の整備率は平成２８
年度末で約４９％と未だに低い状況であることから、県
民の安全・安心な暮らしの実現に向けた、災害に強い
県土づくりを着実に推進するため、今後とも積極的に
河川改修に取り組んでいく必要があります。

近年の浸水被害と取組状況
　本県における近年の主な浸水被害は、平成１７年９
月の台風１４号によるものであり、遅い速度で近づく台
風が３日間で総雨量１０００mm以上の記録的な大雨
を降らせ、そのため河川が氾濫するなどして県内全域
で約９，２００戸の家屋が床上・床下浸水などの被害を
受けました。
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  五ヶ瀬川（延岡市北方町）

  大淀川（宮崎市高岡町）

建設業協会との防災訓練

出前講座

平成17年９月台風14号による浸水被害

　これらの浸水被害を受けた箇所における浸水被害
の解消を図るため、本県では、現在、広域河川改修事
業、総合流域防災事業、土地利用一体型水防災事
業など多様な事業に取り組んでいます。
　今年度は、平成１７年の台風１４号で床上・床下浸
水被害９３戸の甚大な浸水被害を受け、平成２２年度
から土地利用一体型水防災事業で宅地嵩上げや輪
中堤の整備を進めていた大淀川水系大淀川（宮崎
市高岡町）の事業が完了予定ですが、今もなお、平成
１７年の台風被害への対策が完了していない箇所が
残っています。
　このような中、切迫する南海トラフ地震に備えるため
の津波対策にも平成２６年度から取り組んでおり、事
業完了までの期間のさらなる長期化が課題となってい
ます。
　このように、ハード対策による防災・減災対策には
長い年月を要することから、ソフト対策の充実が社会

的にも年々重要視されてきており、本県ではこれまでに、
河川水位や雨量情報及びカメラ画像をインターネット
で県民に提供するとともに、出前講座を地区公民館な
どで開催し、洪水時に身を守るための取組等の紹介な
どを行ってきています。
　そのほか、毎年出水期前までに各出先土木事務所
（１１事務所）において、各地域の防災情報を関係者
で共有するための防災会議と、的確かつ迅速な災害
対応がとれるように、建設業協会と合同で防災訓練を
実施しているところです。
　また、今年度からは、県管理河川においても、大規
模氾濫等減災協議会を設置し、「施設では防ぎきれな
い大洪水は発生するもの」との考えに立ち、社会全体
でそれに備えるための「水防災意識社会再構築ビジョ
ン」の取組を始めたところです。
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新生　南国リゾート　青島

神秘の島　青島

サーフ天国　みやざき

  芸術品とも言わしめる味わいと柔らかさ（宮崎地鶏）

照葉樹林に包まれて　綾町　照葉大吊橋

  日南市飫肥城下町（重要伝統的建造物群保存地区）

宮崎県の魅力
　さて、開催地となります宮崎県では、今年6月に、本
県と大分県にまたがる「祖母・傾・大崩（おおくえ）地
域」が、綾町に続き県内２か所目の「ユネスコエコパ
ーク」に登録されました。「世界遺産」が手つかずの自
然を守ることを原則とするのに対し、「ユネスコエコパ
ーク」は自然と人間社会の共存を目指すものです。国
内で登録された全９か所のうち、県内に２か所のユネ
スコエコパークを有するのは本県と群馬、長野の３県
のみ、さらにユネスコエコパークと世界農業遺産（平
成27年12月に認定）が重なる地域（高千穂町、日之
影町）があるのは宮崎県だけとなっています。
　本県は、このような豊かな自然と神話伝承などのロ
マンあふれる文化、四季折々の山の幸・海の幸の宝
庫であり、また、野球やサッカー、ラグビーなどのプロ・
アマチュアスポーツの合宿・キャンプ地としても高い
評価をいただいています。
　皆様におかれましては、この機会に、是非、宮崎の
美しい自然とその自然が育んだ新鮮な食材を使った料
理や焼酎など、お時間の許します限りご堪能いただけ
ればと思います。
　皆様のお越しを心からお待ちしております。

てるはおおつりはし

お び
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平成29年10月26日（木）１３：３０～
長野県飯田市 飯田文化会館　
事務局 長野県建設部 河川課内

中部地方治水大会のご案内

　平成２９年度中部地方治水大会の事務局を担当します長野県から、本県のＰＲと大会のご案内をさせていた
だきます。

  信濃川水系犀川（長野市）

  天竜川水系諏訪湖（諏訪市）

  諏訪湖周辺の浸水状況（武井田川河口付近）

長野県のすがた
　長野県は日本のほぼ中央に位置し、全国で４番目
に広い面積を誇ります。また、群馬県、埼玉県、山梨
県、静岡県、愛知県、岐阜県、富山県、新潟県と８つ
の県と接し、日本で最も多くの都道府県と隣接する県
でもあります。雄大な自然と歴史に彩られた伝統文化
が息づく本県は、北信、中信、東信、南信と大きく４つ
のエリアに分かれています。
　中央部を高地が占める山地型の地形ではなく、北
西の県境の飛騨山脈、南東の県境の赤石山脈の標
高が高く、間のいくつかの盆地を中心とした地域が形
成されています。
　長野県は内陸に位置するため、概ね内陸性気候で
すが、南北に長く、各都市の標高が異なること、さらに
山脈や盆地の形状などにより、同じ県内であっても気
候の違いはあるものの、全体的に冬の冷え込みは他
の内陸県と比較しても厳しい状況となっています。

河川の現況
　長野県には、日本海に注ぐ信濃川、姫川、関川と太
平洋に注ぐ天竜川、木曽川、富士川、矢作川、利根
川の８水系があり、一級河川は７３９河川で、総延長
が５,１１２.４ｋｍになります。
　河川が多いため、治水事業についても、地形や気

象、水害の発生状況等を考慮し、地域に応じた計画
が求められています。

近年の浸水被害と治水対策
　近年は、毎年のように、これまでに経験したことのな
いような記録的な豪雨や、局地的な集中豪雨、いわゆ
る「ゲリラ豪雨」などが県内各地で発生しています。
　「平成18年７月豪雨」では、諏訪湖周辺で浸水面
積５６０ha、床上浸水1,058戸、床下浸水1,381戸の
大洪水に見舞われました。
　被災後、諏訪湖・天竜川の激甚災害対策特別事
業及び天竜川・舟渡川河川災害復旧助成事業により、
「平成18年７月豪雨」と同規模の洪水に対し、再び洪
水被害が生じないよう河川整備を行いました。
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  矢出沢川の浸水状況（上田市）

  浅川ダム（長野市）

　「平成22年８月豪雨」では、上田市・松本市などで
350戸を超える浸水被害が発生しました。上田市を流
れる矢出沢川では、市道橋（小舟側道3号橋）の上流
部から溢水し、人家や工場に浸水被害が発生しまし
た。次期出水までに再度災害を防止するため、新たに
河川改修事業を立ち上げるとともに、「災害対策等緊
急事業推進費」を活用して緊急に河道の掘削を実施
し河川の水位を下げ、治水安全度の向上を図りました。

　また、県の北部に位置する長野市、小布施町を流
れる浅川は、急峻な上、天井川であったこと等から、古
くから水害が頻発しており、近年では、流域の宅地化
が急速に進んだことにより想定氾濫区域内の資産が
増大し、治水対策が急務となっています。
　このことから、流域住民の生命・財産を水害から守
るため、治水安全度を1/100と定め、森林整備や遊
水地、ため池利用などダムによらない対策も含め、
様々な治水対策を住民参加のもとで検討してきました。
その結果、「河川改修」と「治水専用ダム」を組み合わ
せた対策が最適であるという判断に至り、浅川の河川
改修事業と併せて浅川ダム建設を進めてきました。
　平成28年10月11日（火）から試験湛水を開始し、
ダムの安全性を確認した後、平成29年3月17日（金）
から浅川ダムの運用を開始しました。

中部地方治水大会の開催
　さて、10月26日（木）に平成29年度中部地方治水
大会を飯田市で開催いたします。
　本大会では、昭和36年に天竜川で発生した大規
模な水害の治水対策事業に大変ご尽力された、元飯
田市助役の古井武志様から、当時の体験談を踏まえ
たご講演をしていただくことになっております。
　開催地の飯田市は、名勝「天龍狭」を始めとした、
豊かな自然に恵まれています。また、各地域の「温泉」
や、南信州名物の「五平もち」、馬の腸を煮込んだ「お
たぐり」など、南信州ならではの郷土料理もございます。
御来県の際は、この機会に是非、ご堪能いただければ
と思います。
　多くの皆様のご来場を事務局一同、心よりお待ちし
ております。

　本県では、今後も引き続き、関係者の皆様と連携を
図りながら、過去に発生した大規模な浸水被害への
対応や市街地での被害防止を目的とした改修事業、
河川に関する情報提供の充実等による被害軽減、さ
らには、河川環境の保全・復元など、ハード・ソフトを組
み合わせた治水対策、河川環境整備を推進します。

写真提供：東信ジャーナル



13

治水 第755号平成29年 9月25日発行

平成29年10月27日（金）13:30～
山形市  山形国際ホテル
事務局：山形県県土整備部河川課内

東北地方治水大会のご案内

　平成２９年度東北地方治水大会の事務局を担当します山形県から、本県のＰＲと大会のご案内をさせていただ
きます。県内外から多くの皆様のご参加をお待ちしております。

最上川舟下り

山形県のすがた
　山形県は、東北地方の日本海側に位置し、東京か
ら概ね北に300km、山形新幹線で約2時間30分、
飛行機で約1時間の距離にあり、一般には、全国生
産量の7割を占める「さくらんぼ」と鮮やかな四季で知
られています。
　蔵王、月山、鳥海、吾妻、飯豊、朝日と日本百名山
に数えられる秀麗な山々に囲まれ、南から連なる米沢、
山形、新庄の各盆地と庄内平野を「母なる川」、最上
川が流れる、美しい自然に恵まれた地域です。そこで
は、人の住む集落、市街地と農地や里山が綾をなし、
自然と人間が調和して存在する、「もう一つの日本」が
広がっています。
　江戸時代、俳聖・松尾芭蕉は「奥の細道」の全行
程156日のほぼ三分の一にあたる43日間を山形県で
過ごし、その旅は出羽三山を目指した「心の旅」とも言
われるように、いにしえの昔から、山形県は精神文化
の地とあがめられてきました。
　全国第9位の93万haの県土面積は、その地勢や
江戸時代の幕藩体制のなごりから、方言や食べ物な
ど、文化も少しずつ異なり、南から、置賜（おきたま）、
村山（むらやま）、最上（もがみ）、庄内（しょうない）の4
つの地域に大きく区分されています。

河川の状況
　本県が管理する河川は、一級水系では、最上川、赤
川、荒川の３水系495河川、河川延長2,549.8km、
二級水系では、月光川、日向川、新井田川等の17水
系59河川、河川延長269.7km、総計20水系554河
川、河川延長2,819.5kmに及んでいます。このうち要
改修延長は1,757.5kmで、昭和21年以降京田川、
馬見ヶ崎川、犬川等の中小河川改修事業に着手し、
現在は、広域河川改修事業や流域治水対策河川事
業等により、延長743.2km、42.3％が整備済みとな
っています。
　主な河川災害としては、昭和42年８月の羽越水害、
昭和50年８月の真室川水害があり、これらの復旧に
は多大な労力と費用を要しました。

近年の災害と事業実施状況
（１）県南豪雨災害
　近年、局地的な集中豪雨が頻発するなか、県南部
に位置する置賜地方の吉野川流域では、平成25年７
月に羽越水害以来となる激しい豪雨に見舞われ、南
陽市赤湯地区、宮内地区の市街地等において、甚大
な被害が発生しました。
　この災害を受け、吉野川では災害箇所を復旧すると
ともに、河川改修による効率的かつ早急な治水安全
度の向上を図り、再度災害を防止するため、「河川等
災害関連事業」及び「河川災害復旧等関連緊急事
業」が採択されました。
　しかしながら、翌年の平成26年７月にも前年を上回
る豪雨に見舞われ、災害関連事業区間の増破、市街
地等における家屋の浸水や農地・道路の冠水など、さ
らに大きな被害を受けました。また、吉野川流域に隣接
する織機川流域でも、南陽市漆山地区において甚大
な被害が発生しました。特に山形鉄道フラワー長井線
では、織機川を渡河する橋の橋台背面が洗掘を受け、
軌道が宙吊りになるなどして、全線復旧まで10日間を
要しました。
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  妹背橋 河積阻害状況（吉野川）

  山形鉄道 橋梁被害状況（織機川）

　このようなことから、吉野川では「河川等災害関連
事業」及び「河川災害復旧等関連緊急事業」の両事
業の計画見直しを行い、平成26年の出水に対応する
計画規模で再度採択され、新たに織機川でも「河川
等災害関連事業」が採択されました。
<吉野川 河川災害復旧等関連緊急事業>
・事業延長：9.0km
・事業内容：掘削30万㎥、築堤1.9万㎥、
　　　　　　護岸9.8万㎡、橋梁架替・撤去6橋ほか
<吉野川 河川等災害関連事業>
・事業延長：1.7km
・事業内容：掘削5.9万㎥、護岸1.1万㎡、
　　　　　　取水施設１基ほか

<織機川 河川等災害関連事業>
・事業延長：1.7km
・事業内容：掘削2.0万㎥、護岸4.6千㎡、
　　　　　　橋梁架替１橋ほか

（２）最上・小国川流水型ダム
　最上川水系最上小国川沿川地域では、急流河川
のため古くよりたびたび被害を受けており、昭和49年
８月の集中豪雨では浸水家屋339戸、浸水農地
716ha、総額14.6億円の被害を受けました。
　最近では平成10年９月の台風５号や平成27年９月
の出水等たびたび河岸の決壊、はん濫を繰り返してい
ます。また、沿川の中でも特に赤倉温泉地区は両岸に
旅館が建ち並び、通常の河道拡幅による治水対策は
困難が予想されるため、洪水調節を目的とし、最上町
大字富澤地先に最上小国川流水型ダム建設を進め
ています。流水型ダムは全国では５例目であり、東北地
方では初めてのダムとなっています。
　ダムの形式は重力式コンクリートダムとなっており、
平成26年度より堤体工事に着手し、平成29年度に
定礎式を行いました。事業効果発現のため一日も早い
竣工を目指して工事を進めています。

  最上小国川流水型ダム（完成イメージ図）

計画流量配分図

<諸 元>

○流域面積
○総貯水量
○洪水調節量
○調節流量
○形式
○高さ
○堤頂長
○目的

37.4 k㎡
2,300 千㎥
2,100 千㎥
250 ㎥/s
重力式コンクリート
41.0 ｍ
143.0 ｍ
洪水調節
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出羽三山の精神文化と山形交響楽団との響宴

東北地方治水大会の開催
　本大会の記念講演では、『「最上川の河川文化」
～地理的視点より～』と題し、最上川リバーツーリズ
ムネットワーク代表理事の佐藤五郎様にご講演をい
ただくこととなっております。最上川の地形と水質の特
徴、さらに最先端技術を導入した舟道開削等につい
てお話しいただきますので、ぜひご聴講ください。
　最後になりますが、豊かな自然に恵まれた山形県は、
「つや姫」をはじめとする美味しいお米、全国屈指のブ
ランド牛、丹精込めて造られた質の高い県産酒・県産
ワイン、そば街道などがある「食彩王国」であります。さ
らに、35市町村全てに温泉が湧く「温泉王国」、四季
折々の果物が実る「果樹王国」でもあります。そして、
出羽三山や芭蕉が訪れた山寺等、奥深い歴史や精
神文化が各地に根付いております。皆さまのご来県を
心からお待ちしております。


